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■

石
油
精
製

能
力
と

タ

ン

カ

ー

世

界
の

現

状
に

お

い

て
､

す
べ

て

の

工

業
原

料
を

自
国
内
で

充

足
で

き
る

国
は

既
に

な
い
｡

工

業
に

必

要
な

多
量
の

原
料
を

輸
入

す
る

と

す
れ

ば
､

当
然
海
上

輸
送
が

問
題
と

な

る
｡

特
に

輸
入

依

存
度
の

大
き

な

石
甜
や
､

消

費
地
(

京
浜
∵

阪

神
)

か

ら

離
れ

た

石

炭
資
源
(

北

海
道
･

北

九

州
)

.
を
エ

ネ

ル

ギ

ー

商
品
と

し

て

考
え
る

筆
者
の

立

場
で

は
､

必

ず
こ

の

船
舶
に

よ

る

輸
送
問
題
に

逢
着
す

る
｡

昭

和
二

十

年
第
二

次

大
戦

後
､

わ
が

国
の

太

平
洋

岸
の

石

油

精

製
所
は

連
合

国
に

よ

り

閉
鎖
さ

れ
､

設
備
は

ス

ク

ラ

ブ

プ

化

さ

れ

て
､

石

油
業
に

関
す
る

限
り

わ

が

国
は

製
品

市
場
化
の

方
向

だ

け

が

残
さ

れ

た
｡

し

か

し
､

中
東
に

お

け
る

新
油
田

の

発
見
や

世

界
的
ド

ル

不

足

■

橋

本

仁

戒

の

事
情
お

よ

び

最
大
の

石
油

製
品

輸
出
国
た

る

米
国
の

原
油
輸
入

国
へ

の

転
化

な

ど
の

一

般
事
情
の

大

き

な

変
化
に

よ
っ

て
､

昭

和

二

十
五

年
わ

が

国
の

石

油
業
は

連

合
軍
の

指
示
に

よ

り
､

一

八

〇

度
方
向

転

換
さ

れ

た
｡

す
な

わ

ち
､

消
費
地

精
製
主

義
の

実
施
で

第 1 表 昭和 3 7 年 1 月未設 備能力
バ ー レ ル/ 日

9 6 8
,
7 5 1

7 5
,
5 5 0

5 4
,
3 0 0

〇
一
.
､

〕21

原 油連続蒸留能力

接 触 改 質

接 触 分 解

ア ル キ レ
ー

シ ョ ン

00722高級 潤滑 油(溶 剤精製) 装 置

あ

り
､

原
油
市
場
化
の

方

向
で

あ
っ

た
｡

こ

の

消
費
地

精
製
は

世

界
的

趨
勢
で

も

あ
っ

た
.
｡

か

く

し
て
､

わ

が

国
の

石

油
精
製
設
備
能
力
は

急
速

に

快
復
し

拡
張
さ

れ
､

昭

和
三

十
七

年
一

月

末
に

は

第
1

･

2

表
の

状
況
と

な

っ

た
｡

現

在
石

油
精
製
会

l
′

､
J

r J

†
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第芦表 昭和 3 7 年1 月末主 要装 置 の

基 数 お よ び 能力

装 置 名 】基数l 敷 レ ル詔

2 6
,
0 5 0

3 1
,
2 0 0

4
,
7 0 0

9
,
0 0 0

4
,
6 0 0

7 5
,
5 5 02 0

プ ラ ッ ト フ ォ ー ミ ン

グ

ユ ニ フ ァ イ ナ
ー プ ラ

ッ ト フ ォ ー ミ ン グ

フ ィ ル ド ハ イ ド ロ フ

ォ
ー ミ ン グ

フ
ー ド リ ー フ ォ ー ミ

ン グ

ノ ヾ ワ ー

フ オ
ー ミ ン グ

接 触 改 質 計

接

触

改

質

5 4 .3 0 0

1
,
2 5 0

流 動 接 触 分 解

ア ル キ レ ー シ ョ ン

8
,
0 7 0

9
,
8 7 0

4
,
7 6 0

2 2
,
7 0 0

9

1 0

2

2 1

溶 剤 抽 出

溶 剤 脱 騰

落 剤 脱 産

溶 剤 精 製 能 力 計

溶

剤

精

製

く
)

そ
切

他

省

命
で

定
め

る

主

要
精
製
設

備

を

い

う
｡

石

油
精
製
の

進
展
に

と

も

な
っ

て

当

然
原
油

需
要
は

増
加
す
る

が
､

わ
が

国
の

石

油
資
源
は

乏

し

く
､

.
原
油
の

九
八

%

は

輸
入
に

依
存
し

な

け
れ

ば

な
ら

な
い
｡

し

た
が

っ

て

そ

れ

に

比

例

し
て

タ

ン

カ

ー

船
腹
保
有
量
も

増
加
し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

石
油
輸
入
に

支
払
う

外

貨
は

昭

和
三

十

六

年
に

お

い

て

C

:

F

約
七

億
ド

ル

で

あ
っ

た
｡

第
3

表
は

昭

和
二

十

九

年
末
か

ら

昭

和
三

十

社
は
一

七

社

を

数
え
､

う
ち

九
社
が

直
接
･

間
接
に

外

国
石

油

会

( 3 9 ) 石 油と 輸送問題

社
と

資
本
提
携
を

行
な
っ

て

い

る
｡

(

註
)

通

産

省
石

油
業
法

案
要
綱
(

昭

和

三

十

七

年
)

に

よ

れ

ば

｢

石

油
+

に

つ

い

て

次
の

定

義
が

行
な
わ

れ

る
｡

｢

石

油
+

と

は

原

油
お

よ

び

石
油
製

品

を
い

い

｢

石

油
製
品
+

と

は
､

揮
発
油
･

灯
油
･

軽
油
お

よ

び

重

油

並
び

に

石

油
系
炭
化

水

素

油
お

よ

び

石

油
ガ

ス

を

い

う
｡

ま

た

｢

石

油
精

製

業
+

と

は

特

定

設

備
を

用
い

て

石

曲

製

品
の

製
造

を

行

な

う

事
業
を
い

い
､

石

油

化

学

等
石

油

製
品

を

副

生

す
る

も

の

を

除
く
も
の

と

す
る
｡

｢

特
定

設

備
+

と

は

石

油

蒸
留
設

備

(

特

に

小

規

模
の

も
の

を

除

六

年
末
に

い

た

る

原
油

処
理

能
力
の

推
移
で

あ

り
､

昭

和
三

十
六

年
末
全

処
理

能
力
の

九
三
･

六

%

が

太

平
洋
岸
に

集
っ

た
｡

第
4

表
は

昭

和
十
二

年
末
以

降
の

タ
ン

カ

ー

船
腹
の

推
移
を

あ

ら

わ

す
｡

第
3
･

4

表
か

ら

判
断
で

き
る

よ

う
に
､

わ
が

国
に

お

い

て

は

石

油
精
製
設
備

能
力
の

増
加
速
度
に

比
べ

て
､

つ

ね
に

原

油
輸
送
船
隊
整
備
の

速
度
が

遅
れ

て

い

る
｡

例
え

ば

昭

和
三

十

六

年
末
の

原
油
処
理

能
力
が
一

日

九

六

八
､

七

五

〇
バ

ー

レ

ル

で

あ

っ

て
､

三

十

年
未
の

三
･

八

倍
と

な
っ

て

い

渇

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

▲7

油
送

船
隊
は

昭

和
三

十
六

年
九
月

未
に

二

五
､

四

五

三

石

ト

ン

で

〃



第3 表 原 油処理能力推移

( 合 計日 本 海 岸 製 油 所 】 太 平子羊岸 製 油所l 北 海 道 製 油所
1 8 5

,
15 3

2 5 4
,
25 0

3 35
,
6 1 0

4 4 9
,
0 1 0

4 7ウ
,
85 3

5 6 8
,
5 0 3

6 5 6
,
9 91

9 6 8
,
7 5 1

1 6 0
,
3 8 0

2 2 0
,
5 9 0

2 7 7
,
7 40

3 9 1 ユ40

4 1 8
,
3 38

5 0 9
,
2 3 8

5 97
,
7 2 6

9 0 6
,
96 6

2 4
,
7 7 3

3 3
,
66 0

3 8
,
07 0

3 8
,
07 0

4 1
,
7 1 5

4 1
,
7 1 5

4 1
,
7 1 5

4 4
,
2 3 5

19
,
8 0 0

1 9
,
8 0 0

1 9
,
8 0 0

1 7
,
5 5 0

1 7
,
5 5 0

1 7
,
5 5 0

昭 和2 9 年未

3 0 年未

3 1 年未

3 2 年末

3 3 年 末

3 4 年未

35 年末

3 6 年末

あ

り
､

三

十

年
末
の

二
･

六

倍

弱

で

あ

る
｡

隻
数
で

ほ

大

型

化
の

た

め
二

倍
に

満

た

な
い
｡

こ

れ

ら

の

タ

ン

カ

ー

は

石

油
会
社

自
社

船
の

形
を

と

る

こ

と

は

少

な
く
､

昭

和
三

十
六

年
十

月
一

日

現

在
で

四

社
一

二

隻
､

約
三
､

三

九

五

百

ト

ン

に

止
ま

り
､

実
際

に

は

前
記
の

百
三

隻

が

三
一

社
に

よ
っ

て

所
有
さ

れ

て

い

る
｡

ま

た
､

全
タ

ン

カ

ー

を

船

種
別
に

区

分

第 4 表 わ が 国 タ ン カ ー

船 腹 量 の 推 移

昭和 年 月一隻数i- 叩 ⇒平均 D′W
0

0

1

4

′

h
)

7

2

4

9

0

q
/

2

3

っ

J

′

h
)

3

3

0

5

5

q
ノ

1

0

1

0
ノ

5

3

4

4

7

2

3

′

0

5

5

7

7

0
ノ

2

っ
J

l

l

l

l

l

l

l

｢

⊥

2

2

4 1 5
,
6 6 8

6 1 6 ,65 6

9 6
,
1 88

27 2
,
4 06

47 8
,
9 6 7

87 6
,
86 2

98 7
,
9 4 5

1
,
3 9 7

,
0 9 1

2
,
04 3

,
7 8 5

2
,
2 5 6

,
2 3 8

2
,
5 4 5

,
2 9 1

3 2

4 7

6

1 8

苅

5 0

5 7

7 2

9 1

95

0 31

1 2

〝

8

1 2

〝

〝

〝

〝

〝

〝

9

2

′
L

U

O

4

′

h
U

8

0

2

4

5

′

D

l

1

2

2

2

2

3

3

3

3

3

注 5 ,0 0 0 D ノⅥ■以上 の 船舶を対象 と して い る .

ヱ4 ∂

れ

ば
､

昭

和
三

十

六

年
十

月
一

目

現

在
で

第
5

表
と

な
る
｡

さ

て
､

石

油
製
品
コ

ス

ト

の

中
､

揚
地

原

油
価
稗
の

占
め

る

此

率
は

七

五

%

雇
度
で

あ

り
､

ま
た

こ

の

原

油
費
に

お

い

て

海
上

運

(

註
)

貸
の

比

重

は

ロ

S

凹

C

レ

ー

ト
､

マ

イ

ナ

ス

3 0

～

40

の

水

準
で

五

〇
な
い

し

六

〇

%

で

あ

る
.

｡

さ

ら

に

そ

れ

は
ロ

S
M

C

レ

ー

ト
･

フ

ラ

ッ

ト

と

な

れ

ば

八

六

%
に

達
す
る
｡

(

註
)

ロ

S

凹

C

レ

ー

ト

と

は
､

米
国

海
事

委

員
会

(

亡

2 .
t

e

み

哲
P
･

t

e

払

呂

弓

≡
2
e

C
O

日
日
ー

巴
O

n
)

が

第
二

次

大

戦

中
､

軍

用

石

地
を

輸

送

す

る

タ

ン

カ

ー

の

公

定

運

賃
と

し

て

航

路

別
に

定

め
た

料

金
｡

一

九

五

〇

年

同

委
員
会
の

解

散
後
も

商
業

用
タ

ン

カ

ー

の

運

賃
基

準

l
l
t

t
l
′

】サ
ー
∴

ハ
.

て



( 4 1 ) 石 油 と 輸送問題

第 5 表 タ ン カ ー 船腹 の 船 種別 区 分
( 昭和 3 6 年 1 0 月 1 日現在)

D / WF 隻 数l船 種

71
,
0 4 8

1 6 3
,
5 3 9

1
,
0 1 5

,
9 2 8

5 3 8
,
1 1 5

5 8 7
,
5 46

1 6 9
,
1 15

亡
J

l

1

0
ノ

0
ノ

史
U

1

4

1

1

在 来 船

戦 標 船

計 画 造 船

自 己資金 船

外 資 船

買 船

2
,
5 45

,
2 9 1

つ
JOl計

た

A

T

R

S
レ

ー

ト

が

あ

り
､

し

て

ス

タ

ー

リ

ン

グ

建
て

に

は

ー

ト

が

あ

る
｡

＼

+

ヽ

ヽ
ゝ ､

主

レ

ー

ト

と

し
て

広
く

用

い

ら

れ
て

い

る
｡

一

二
､

五

五
一

重

量

ト

ン

､

速

力
一

二
･

一

ノ

ッ

ト

の

基

準
タ

ン

カ

ー

を

各

航
路
に

往

復

航

さ

せ

た

場
合
の

輸

送

原

価
か

ら

算
定

す
る
｡

実

際
に

ほ
こ

の

基

準
運

賃

の

何

%

増
ま

た

は

何

%

減
の

形
で

あ

ら

わ

す
｡

他
に

こ

れ

を

改

善
し

第 1 図 世 界 タ ン カ ー

運 賃指 数

( ロS M C レ ー ト = 1 0 0)

ス

エ

ズ

運
河
再
開
′
′

`

ス

エ

ズ

運
河
国
有
他

こ

れ

ら

が

ド

ル

建
て

で

あ

る

の

に

対

∽
○

巴
e

レ

ー

ト
､

A
宏
e
∽

ロ
ー

e

n
t

レ

謝

3 00

26 0

甲
18 0

140

タ

ン

カ

ー

運
賃
指
数

100

60

20

6 1 ◆年58 59 60

3 6 年版) に よ る .

(1 9 5 6 年 7 月) i こ よ り , そ れ 迄
で低迷 して い た 運賃市況は 急に

ス エ ズ運河 の 早期開通見込 とな

19 55 5 6 57

運輸省海運 自書 ( 昭和

ス エ ズ運河国有化問題

ロ S M : C (､- )
40 ～ ( - )3 0

ロ S M C ( ＋ )2 00 迄上昇 ,

るや (1 9 5 7 年 3 月) 急激 な落勢を続 けた . そ の 後 海運 不

況カ､; 続 い て い る .

世
界
各
地
で

の

相

次
ぐ

新
油
田

の

発
見
の

結
果
､

.
原
油
は

現

在

買
手

市
場
の

状
態
に

あ

り
､

石

油
産
業
に

と
っ

て

特
殊
油
を

除
き

原
油
価
格
に

大
差
は

な
い
｡

一

方
､

大
規
模
な

装

置
工

業
た

る

石

油
精
製
は

仮
に

過

剰
生

産
の

事
情
が

あ
っ

て

も
､

そ

の

装

置

稼

動

率
を

低
下

さ

せ

る

こ

と
は

技
術
的
性
蒋
か

ら
い

っ

て

出
来
な
い
｡

そ

し

て

最
近

製
品

価
格
は

コ

ス

ト

割
れ

の

安
倍
に

達
す
る

競
争
激

化
を

み

せ

て

い

る
｡

(

誌
)

し

た

が
っ

て

重

油
コ

ス

ト

中

に

高
い

比

率
を

占
め
る

海
上

運
賃

の

低
減
は

重

要
な

問
題
と

な
る
｡

し
か

る

に

海
上

運

賃
は
一

般
物

価
に

此
べ

て
､

極
め
て

変
動
し

易
く
､

朝
鮮
戦
争
や

ス

エ

ズ

動
乱

等
に

よ

る

運

賃
の

大
き

な

変
動
や

好
況
･

不

況
の

繰
り

返
し

は

よ

く

知
ら
れ

て

い

る

(

第
1

図
)

｡

長
期
見
通
し

に

基
く

用
船
は

多
分

に

投
機
的
な
も

の

と

考
え

る
｡

(

註
)

外

航
油

送

船
の

運

賃
は
､

払

勺
O
t

(

一

航
海
)

0

0

n

笛
○

已
-

く

e

(

連

続

航
海
)

t

ど
ロ
e

(

定
期
)

な

ど
､

○

訂
ユ
e

l

方

式
に

よ

り

料
率
を

異

に

す

る
｡

一

航
海
用

船
の

場

合
､

運

賃
は

用

船

時
の

船

腹
需

給
に

基

い

て

成
約
毎
に

定

め
ら

れ
､

そ

の

市

況

は

日

々

大
き

く

変
動
す

る
｡

(

リ
レ

連
続
航
海
定

期

用

船
の

運

賃
は
､

見
通

し
に

基
い

て

期

間
を

通

じ
て

〃



一 橋論叢 第 四十 八 巻 第 二 号 ( 4 2 )

第 6 表 年次 別 邦 ･ 外 胎 の 横取 比 率

年1 那l 邦 船l 外 船l 計和昭

1 0 0 .0

1 0 0 .0

35 .4 %

5 1 .0

6 4 .6 %

4 9 .0

A

B

1 0 0 .03 9 .36 0 .7計

▲U
ノ2

言】;三:…l ;…:;l;33:3
計 1 51 .8, l

4 8 .2 【 1 0 0 .0

13

芸l ;三二言l芸…:;l ;呂∑:3
計 l 45 .7 1 5 4 .3 l l O O .0

23

三三二三【;;二喜F;33二3
A

B

5 2 .8 1 47 .2 1 1 0 0 .0計

33

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

4 2 .5

8 3 . 3

4 5 .占

5 7 .5

1 6 .7

A

B

計 】 5 4 .4

43

3 5

A 5 6 .2 4 3 .8
l

1 0 0 .0

B 1 1 .8 8 8 .2 1 0 0 .0

計 5 2 .3 4 7 .7 1 0 0 . 0

注 A . 原油 B . 製品 を 示す .

ま

た

第
8

表
は

そ

の

所
有
形
態
を

甜ィ⊥

示

す
｡

第
9

表
に

よ

れ

ば
､

わ

が

国
の

タ

ン

カ

ー

保
有
量
は
､

昭

和
三

十
五

年

六

月

末

世

界

第
五

位
に

あ
っ

て
､

五

ユ
ニ

%

を

保
有
し

て

い

る
｡

し

か

し

石

油
精
製
能
力
が

米
､

ソ

に

次

ぐ

第
三

位
で

あ

る

こ

と

を

考

慮

す

れ

ば
､

こ

こ

で

も

タ

ン

カ

ー

整
備
の

遅

れ

が

指
摘
さ

れ

る
｡

(

証
)

リ
ベ

リ

ア
､

パ

ナ

マ

､

ホ

ン

一

定
し

た

料

率
で

定

め

ら

れ

る
｡

し

た

が

っ

て
､

原
油
輸

送
量
の

増
加
速
度
が

大
き
い

程
安
定
供

給
の

確
保
の

た

め

に

邦
船
タ

ン

カ

ー

の

拡
充
と

整
備
が

と

も

な
わ

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

し

か

し

第
6

表
に

よ

れ

ば
､

邦
船
積
取
比

率
は

年
女

低
下
の

傾
向
が

明

ら

か

で

あ

る
｡

第
7

表
は

世

界
的
に

み

た

タ

ン

カ

ー

船
腹
量
の

推
移
を

示

し
､

(

謀
)

一

九

六

〇

年
六

月

未
に

お

い

て

上

位
五

カ

国
(

米
､

英
､

リ

ベ

リ

ア
､

ノ

ル

ウ
ェ

ー
､

日
)

に

よ

り

全
タ

ン

カ

ー

の

六
六
･

六

%
が

占

有
さ

れ

て

い

る
｡

ジ
ュ

ラ

ス

な

ど
に

便

宜

的
に

籍
を

お

く

も
の

を

便

宜

置

籍

船
と

い

う
｡

登

録

税
､

船
舶
税
が

低
く
､

船
員
費
が

軽
く
､

運

航
経

費
が

低

い

か

ら

国

際
競
争
力
が

強
い

｡

一

九

五

九

年
に

は

世

界
船

腹
の

一

三
･

四

%
に

当

る
一

､

六

七

二

万

ト
ン

に

達

し

た
｡

し
か

し
一

九

六

〇

年
､

ア

フ

リ

カ

の

政

情
不

安
や

海

運

不
況

な

ど

に

ょ

り
､

二
五

六
七

万

ト

ン

に

減
少

し

た
｡

一

般
に

経
済
性
か

ら

み

て
､

海
上

輸
送
は

｢

距
離
+

に

対

し
て

は

鈍
感
で

あ

っ

て
､

む

し

ろ

船
舶
の

｢

ト

ン

数
+

が

大

き

く

影
響

す
る

性
質
を

も
つ

か

ら
､

第
4

表
か

ら

も
わ

か

る

よ

う
に

タ

ン

カ

ー

は

大
型

化

す
る
｡

一

廿

札r

ゝ
▼

′/

ノ
)



第 7 表 世 界タ ン カ ー 船腹量推移

＼
､

丁

D / W年 月 日l 隻 数王
2 4

,
7 87

,
3 2 2

4 1
,
03 0

,
8 1 2

4 4
,
3 7 7

,
3 4 4

4 9
,
5 82

,
3 3 7

5 5
,
7 1 5

,
9 9 7

6 0
,
9 3 8

,
8 6 1

6 4
,
0 3 8

,
0 1 6

6 5
,
7 0 7

,
7 7 7

2
,
0 3 3

2
,
7 3 2

2
,
8 6 2

3
,
03 5

3
,
2 3 1

3
,
3 1 6

3
,
3 0 7

3
,
3 1 1

3 0

l

l

l

l

l

1

0

3

3

3

っ
J

3

3

3

9

5

′
L

U

7

8

0
ノ

O

1

4

5
】

ヽ
)

-

ヽ
)

5

5

′
h

U

′

h
)

0
ノ

0
ノ

q
/

0
ノ

q
ノ

0
ノ

0
ノ

0
ノ

l

l

l

l

l

l

l

l

( 4 3 ) 石 油 と輸送 問題

第 8 表 世 界 タ ン カ ー 所有形態
(1 9 6 1 . 6 . 3 0 )

所 有 者 l 隻 数】 D/ W r %

7

3

3

7

0

7

7

4

0

0

3

5

01

2 4
,
7 5 7

,
6 1 1

3 7
,
6 7 9

,
3 0 9

2
,
8 3 3

,
0 6 4

4 3 7
,
7 9 3

6 5
,
7 0 7

,
77 7

1
,
3 2 8

1
,
7 1 4

2 3 3

3 6

3
,
3 1 1

石 油 会 社

独 立 船 主

政 府

そ の 他

計

注 2
,
00 O D / W 以上の 船舶 を対象と し てい る .

タ

ン

カ

ー

大

型
化

の

理

由
は

建
造

費
と

輸
送
コ

ス

ト

に

二

大

別
さ

れ

る
｡

建
造

費

を

仮
に

三

二

千
ト

ン

タ

ン

カ

ー
一

隻
を
つ

く
る

場
合
と
一

六

千

ト

ン

タ

ン

カ

ー

二

隻

を

建
造

す
る

場

合
を

此

較
す
る

と

『

石

油

便
覧
』

(

昭

和
三

十

七

年
版
)

に

よ

れ

ば

前

者
の

船
価
は

後
者
の

六

五

～

七
五

%
で

あ

り
､

燃
料
費
は

八

〇

%

で

す
む
｡

ま
た

機

関
は
三

二

千
ト

ン

一

隻
は
一

四

千

馬
力
一

基
に

対

し
一

六
千

ト

ン

二

隻
は

九

千
馬

力

第 9 蓑 国 別 商船 船腹及 び タ ン カ ー

保 有率

(1 9 6 0 年 6 月末)

雷雲雷管念チほ雷孟宗芸品チl孟宗芸;
保

1 8 .7

3 3二4

63 . 7

5 6 .9

2 2 .6

1 1 .6

1 7 . 0

1 7 . 3

1 5 . 4

5 .3

1 9 .2

1 6 .3

8 .7

8 .6

5 .3

回

国

ア

一

本

エ

リ

ウ

ベ

ル

米

英

リ

ノ

日

7

8

0

′

b

3

2

4

0

0

3

7

∩
フ

8

2

∈
J

(

さ

8

2

3

2

5

3

1

3

3

1

3

2

3

0

5

4

2

1

2

0

4

3
′

0

4

1

3

2

0

0

1

01

q
/

8

3
-

7
一

J

q
′

-

7

1

0

3

3

3

3

3

2

1

0
ノ

0

1

01

ア

ダ

マ

ス

独

ン

タ

他

界

ワ

ン

ン

デ

■

タ

ラ

ラ

∵
の

ナ

ウ

ン

イ

オ

パ

フ

西

ス

デ

そ

世

を

当
然
二

基

必

要
と

し
､

馬
力

当
り

価
格
は

高
く
つ

く
｡

し

た

が

っ

て
一

定
量
の

原

油
輸
送
に

要
す
る

投
下

資
本

は
タ

ン

カ

ー

大
型

化
(

隻
数

減
少
)

に

よ
っ

て

節
約
さ

れ

る
｡

こ

こ

に

ス

ー

パ

ー

タ

ン

カ

ー

(

四

万
ト

ン

以

下
)

マ

ン

モ

ス

タ

ン

一

⊥

カ

ー

(

四
万

ト

ン

以

上
)

､

｢

動
く
パ

イ

プ

ラ

イ
ン
+

な

ど
の

言

葉
が

乃



､

さ

ら

に
､

八

万
五

千
ト

ン

タ

ン

カ

ー

(

ネ

ス

サ

ブ

リ

ン

号
､

三

菱
造

船
)

､

一

〇

万
五

千
ト

ン

タ

ン

カ

ー

(

ユ

ニ

バ

ー

ス

ア

ポ

一 橋論叢 舞四 十 八 巻 第 二 号

ロ

号
､

呉
N

B

C

造
. 船
)

､

一

三

万
ト

ン

タ

ン

カ

ー

(

佐

世

保

造

船

建

造

中
)

が

出
現
し
､

推
進
機

関
も

従

来
の

ジ

ー

ゼ

ル

機
関
か

ら

タ

ー

ビ

ン

機
関
の

採
用
へ

変
り
､

速
力

も
､

以

前
の

一

二

な
い

し
一

三

ノ

ブ

寸

か

ら
一

六

な
い

し
一

七
ノ

γ

ト

に

達
し

た
｡

一

方
､

タ

ン

カ

ー

大

型
化
(

建
造

費

減
小
)

に

と

も

な

う

輸

送
コ

ス

ト

の

低

減
率
は

顕

著
で

あ
っ

て
､

第
2

図
が

そ

の

一

例
で

あ

る
｡

し

か

し

第
2

図
に

よ

れ

ば
､

六
万

ト

ン

程
度
ま
で

の

大

型

化
に

よ

る

輸
送

コ

ス

ト

低
減
率
は

大
き
い

が

そ

れ

以

上
で

は

低
減
率
は
小

さ

い
｡

第2 園 輸送 コ ス †低減曲線

抑
.

叫
叫

叫
叫
叫
叫
叫
叫
山

一-
⊥輸
送
コ

ス

ト
指
数
(

石
油
ト
ン

当

ユ
0 卜を

→

号‾号
‾

ナ甘う 8 9 1 0̀ 1 1 1 2
重量 ト キ

石油便覧 (5 版 日石) の数倍 よ り作成

第
4

表
か

ら

理

解
さ

れ

る

よ

う
に
､

昭

和
二

十

年

第
二

次

大

戦

直
後
わ

ず
か

に

六

隻
九

万

六

千

ト

ン

に

激
減
し

た

わ

わ

が

国
タ

ン

乙

.ンL
こカ

ー

船

隊
が
､

十
六

年
間
に

二

五

五

万
ト

ン

に

快
復
･

拡
張
で

き

甜
一
.
･
▲

た

こ

と
が
､

そ

の

儀
れ

た

造

船
技
術
に

よ

る

も
の

で

あ

る

こ

と

は

疑
問
の

余
地

は

な
い
｡

わ
が

国
の

造

船

技
術
は

第
二

次

大

戦

前
､

軽

巡

｢

夕

張
+

､

戦

艦

｢

大

和
+

に

象
徴
さ

れ

る

軍
事
技
術
と

し
て

世

界
一

流
の

水

準

に

あ

り
､

海
軍
無
き

後
も

無
形
の

技
術
は

そ

の

ま

ま

保

持
さ

れ

た
｡

と
い

う
よ

り

も

昭

和
二

十

年
に

お

い

て

既
に

マ

ン

モ

ス

タ

ン

カ

ー

建
造
の

技
術
水

準
に

あ
っ

た
｡

現

在

電
気
熔
接
技
術
と
ブ

ロ

ッ

ク

建
造

方

式
に

よ
っ

て
､

巨

船

の

工

期
も

意

外

に

短
い
｡

例
え

ば

前

記
の
､

朴

ス

サ

ブ

リ

ン

号

(

Z

監
∽
班

哲
d

d
→

e
-

臼
g

ロ
､

A
n
g
-

O

A
ヨ
e

ユ
c

P

n

∽

E
廿

p

旨
粥

C
〇
･

巳
年
)

は

全

長
二

五

四

メ

ー

ト

ル
､

幅
三

七
･

二

メ

ー

ト

ル
､

深
さ
一

九
･

′

五

メ

ー

ト

ル
､

速
力
一

七
･

二

四

ノ

ッ

ト

主

機
二

段
減
速
装

置

付
､

タ

ー

ビ

ン

二

万

四

千

馬
力
､

八

万

八

千
五

百
重

量
ト

ン

の

性
能
を

も
つ

が
､

起
工

か

ら

竣
工

ま
で
一

年
数
カ

月
(

建
造

費
四
､

二

田

八

百

万

円
)

に

す
ぎ

な
い
｡

積
載

す
る

重

油
八
万

五

千

ト

ン

の

積

込

み

に

三

八

時
間
､

荷
揚
げ
に

二

四

時
間
で

足
り
る

と

い

う
｡

最
近
で

は
カ

が

国
の

造

船

業
は
､

石

油

精
製
装

置
､

火

力

発
電

所
設

備
､

セ

メ

ン

ト

用
ロ

ー

タ

リ

ー

キ

ル

ン

な

ど

陸
上

大

型
プ

ラ

ン

ト

の

建
設
に

進
み

つ

つ

あ

る
｡

.

/

-

〃

†
,
`



■( 4 5 ) 石 油と 輸送t問題

一

1
1
舟

タ

ン

カ

ー

に

つ

い

て

特
に

注

目

す
べ

き

は
､

L

P

G
(

P

首

宕
P
e

d

宮
t

3
-

e

日

日

G
｡
∽

液

化

ガ

ス

)

輸
送
船
で

あ

る
｡

原

油
の

生

産
地

で

は

殆
ど

液
化

ガ

ス

(

主

成

分
プ

ロ

パ

ン

､

ブ

タ

ン

)

は

廃
棄
さ

れ

て

い

た

が
､

こ

れ

の

輸
送
法
は

加
圧

式
と

冷
凍
式
と

あ
り
､

加
圧

式

は

強

度
上
､

高
圧
タ

ン

ク

の

肉
厚
を

大

き

く

す
る

か

ら

非
能
率
で

大
型
船
に

は

不

通
で

あ

る
｡

冷
凍
式
の

場
合

摂
氏
マ

イ

ナ

ス

四
二

度
の

L

P
G

を

低
温
を

保
持
し
っ

つ

輸

送

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
｡

そ

れ

に

は

断
熱
方

法
と

蒸
発
ガ

ス

の

処
理
に

関
す
る

技
術
的

な

解
決
が

先

行
し

た
｡

三

井
造

船

玉

野
造

船

所
で

建
造
さ

れ

た
ゼ

ネ

ラ

ル

海

運

の

L

P

G

/
原
油
混

載
輸
送
船
､

豪
鴬
丸
(

二

九

八

百
ト

ン
､

ジ

ー

ゼ

ル

一

六

八

百

馬

力
､

〓
ハ
･

六

ノ

ッ

ト
､

乗

員
五

二

名
､

船

価
二

七

億

五

千

万

円
)

は

昭

和
三

十
五

年
十
一

月

起
エ
､

昭

和
三

十

六

年

十
一

月

竣
工

し
､

ペ

ル

シ

ャ

湾
-
川

崎
間
に

就
航
､

サ

ウ

ジ

ア

ラ

ビ

ア

の

L

P

G
､

四

七

日
ト

ン

お

よ

び

ク

エ

ー

ト

の

原
油
四

万

ト

ン

を

輸
送

し

た
｡

〓

港
湾
と

精
油
所
立

地

条
件

タ

ン

カ

ー

の

大

型

化
に

と
っ

て

技
術
面
か

ら
の

制
約
が

解
決
さ

れ

て

も
､

問
題
は

む
し

ろ

港
湾
条

備
に

為
る
｡

サ
な

わ

ち

港
湾
の

+
J
-
.

1
汁

航
路
水

深
､

航
路
幅
(

二

船
の

す
れ

遠
い

に

要
す
る

航

路
幅
β

は

最
小

限

b

=

芸
子
｡
･

¢

メ

ー

ト

ル

で

あ
る
｡

あ

は

船
幅
)

､

海
岸
線
の

長
さ

お

よ

び

貯
油
設

備
と

精
油
所
の

建
設
さ

れ

る

後
背
地
の

条
件
が
､

逆
に

船
の

大
き

さ

を

規
定

す
る
｡

第 10 表 原 油処 理 量 と港湾 条件

深航 路 水

用航内外 航用

5

-

)ヽ

5

0

0

1

2

4

/

h
U

/
L

U

桟 橋 隻 数

外 航用 ; 内 航用

海岸線 の 長 さ

メ ー

ト ル

0

4

(

バ

〉
4

4

〔

b

-

)ヽ

7

1

1

･斗
｢

n
)

【

ノ

0

2

1

1

原 油処理 量
バ ー レ ′レ/日

3 0
,
0 00

5 0
,
0 0 0

7 0
,
0 0 0

1 0 0
,
0 0 0

1 5 0
,
0 0 0

『

石

油
資
料
月

報
』

(

昭

和
三

十

七

年
二

月
)

に

よ

れ

ば
､

外

航
タ

ン

カ

ー

の

桟

橋
効
率
に

つ

い

て

統
計

実

績
値
を

五

〇

%

と

し
､

内

航
タ

ン

カ

ー

に

つ

い

て

は
､

石

油
製
品
の

海
上

出

荷
量

を

八

〇
%
､

実
動
日

数
を
一

カ

月
一

八

日
､

T

型

桟

橋
使
用
と

し
て

第
1 0

表
の

関
係
が

理

論
上

得
ら

れ

る
｡

次
に

港
湾
の

後
背
地

に

石

油
精
製
所
が

設
置
さ

れ

･

棉
油
装

置
と

と

も

に
､

新

ウ

J

消
防
法
の

規
定

通

り
､

タ

〃
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第 11 表 製 油所の 必 要面 積

用 水 量

海 水l 清 水
用 地 原単位

坪/ バ
ー

レ ル 日

必 要面積

1
,
( 氾0 坪

4
,
6 0 0

9 8 0

1 3
,
8 0 0

2 0
,
4 0 0

7 6
,
1 0 0

17 7
,
5 0 0

2 5 3
,
6 0 0

3 8 0
,
4 0 0

′
L

U

4

1

0

7

3

3

3

3

つ

ム

0

′
L

U

2

一U
ノ

0

1

1

2

2

4

原 油処 理 量
バ ー レ ル/ 日

3 0
,
0 0 0

5 0
,
0 0 0

7 0
,
0 0 0

1 0
,
0 0 0

1 5 0
,
0 0 0

ン

ク

類
を

配
置
す
る

と

し

て

必
出

安

面

積
を

求
め

る
｡

原

油
処

理

量
の

五

〇
目

分

を

保

有

し
､

石

油
製

品
･

半
製
品
の

二

五

日

分
を

貯

蔵
す
る

も
の

と

す
れ

ば

第

1 1

表
の

通

り
で

あ
る
｡

精
油
所

建
設
の

地

耐
力

と

し
て
､

重

量
構
造

物
に

平
方
メ

ー

ト

ル

当

り
一

五

ト

ン

､

油
槽
の

基
礎
面
に

同
じ

く
二

〇

ト

ン

が

必

要

と

さ

れ

る
｡

そ

し
て

埋

立

地

と

し

て

は

未
処
理

の

状

愚
で

平
方
メ

ー

ト

ル

当

り
三

ト

ン

の

地

耐
力
を

も

つ

土

質
が

条
件

と
い

う
｡

こ

の

様
な

立

地

条
件
を

み

た

す
港
湾
卜
精
油
所

適
地
が

わ

が

国

の

太

平
洋

岸
に

多
い

こ

と

は

第
3

表
で

も

明
ら

か

で

あ
っ

て

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

適
地

も
二

〇
ヵ

所
を

下

ら

な
い
｡

諸

外

国
に

比
べ

て

太

平
洋

岸
の

海
岸
線
は

長
く
､

水

深
が

大
き

い

上
､

潮
の

干

満
差
も

比

較
的
小
さ

い

と

い

う

良
好
な

性

質
を

具

朗
イ
′
-

備
し

て

い

る
｡

六
万

ト

ン

ク

ラ

ス

の

マ

ン

モ

ス

タ

ン

カ

ー

の

出
入

の

自
由

な

港
湾
設

備
は

世

界
的
に

む

し

ろ

原

油

積

出

港
に

凄

く

(

約
六

〇

%
)

､

揚
荷
港
は

少
い

(

約
二

〇

%
)

｡

し

た

が
っ

て
､

一

〇

万
ト

ン

タ

ン

カ

ー

の

就
航
航
路
は
一

層
限

ら

れ

た

も

の

に

な

ろ

>

フ
0

ま

た
､

国
土
の

狭

監
と

い

う
こ

と

も
､

わ
が

国
で

は

原
油
の

輸

入

港
-
精

油
所
と

関

連
工

業
地

帯
の

距

離
を

短
結
し

て

い

る

事
実

を

考
え

れ

ば

有

利
と

い

え

る
｡

こ

れ

ら

は

戦
前
の

評
価
と

ほ

ぼ

逆

で

あ
っ

て
､

石

炭
-
石

油
エ

ネ

ル

ギ

ー

転
換
を

容
易
に

す
る

自
然

的

条
件
と

な

り
､

北

海
道
-
京

浜
､

九

州

-
阪
神
と

い

う
エ

ネ

ル

ギ

ー

需
給
関

係
を

過

去
の

も

の

と

し
､

ペ

ル

シ

ャ

湾
沿

岸
-
太

平

洋

岸
と

い

う
新
し
い

エ

ネ

ル

ギ

ー

パ

タ

ー

ン

を

与
え

る

も

の

で

あ

る
｡

わ

が

国
の

事
情
に

比
べ

ヨ

ー

ロ

γ

パ

大

陸
諸

国
は

過

古
の

資
漁

条
件
か

ら
エ

業
地

帯
が

内

層
に

位
置
し
､

原
油
輸
入

港
か

ら

の

長

大
な
パ

イ

プ

ラ

イ
ン

建
設
が

石

炭
-
石

油
エ

ネ

ル

ギ

ー

転
換
に

先

行
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

荷
揚
港
に

精
油
所
を
お

き

重

油
だ

け

を
パ

イ

プ

輸
送
す
る

こ

と

は
､

重

油
の

粘
度
が

大
き

く

不

可

能
で

あ

る
｡

l
■
-

▼

一

′
1

て
∫

一

.



一

1
1

､

丁

ヨ

一

口

γ

パ

諸

国
に

と
っ

て

は
､

さ

ら

に

ス

エ

ズ

運
河

が

あ

る
｡

し

た
が
っ

て
一

〇

万
ト

ン

叔
タ

ン

カ

ー

の

使
用
は

喜
望

峰
を

回

ら
ぬ

限
り

不
可

能
で

あ
る
｡

三

中

東

原

油

わ

が

国
の

昭

和
三

十

六

年
度
に

お

け

る

全

原

油
処

理

量
は
､

三
､

六

九
三

万

キ

ロ

リ

ッ

ト

ル
､

こ

の

う
ち

輸
入

原
油
は

三
､

六
二

五

万

キ

ロ

リ

ッ

ト

ル

で

あ
っ

た
｡

(

稼

動

率

七

八
･

二

%
)

わ

が

国
で

の

輸
入

原
油
の

約
八

〇

%

は

中

東
ペ

ル

シ

ャ

湾
か

ら

( 47 ) 石 油 と輸送問題

第 12 表 昭和 3 6 年上 期 に お け る

原 油輸入量 の 地 域別 百 分率( % )

し貢…三
ル

1喜‥…

中 東 地 域 78 .5

1 4 .2

2

1

∩
…

【

∴

境

域

連

敵

地

方

リメ.

南

ア

ソ

運
ば

れ

て

い

る

の

で

あ
っ

て
､

輸
入

原

油

を

地

域
別
に

表

示

す

れ

ば
､

三

十
六

年
上

期
に

お

い

て

第
1 2

表

の

状
態
に

あ

る
｡

次
に

世

界
の

原
油

確
定
埋

蔵
量
月

と
一

九
六

〇

年
度
に

お

け

る

生

産

量
P

を

○
-

-

紆

G
P
∽

-

○

宍
戸

巴
}

ロ
e

P

N

仇

(

-

ま
○

)

に

よ
っ

て

み

る

と

第
1 3

表
と

な

る
｡

空
也

は

ア

メ

リ

カ
一

四
ニ
ー

年
に

対
し

中

東
は

約
一

〇

〇

年
で

あ
っ

て
､

石

油
資
源
と

し

て

中

東
地

帯
の

も

つ

大
き

な

重

要

性
が

認

め

ら

れ

る
｡

中
東
原
油
の

原

油
確

定
埋

蔵
量
が
一

九

六

〇

年
に

お

い

て

世

界

の

六

〇

%
､

生

産
量
が

世

界
の

二

五

二

七

%

を

占
め

て

い

る

理

由
の
一

つ

は
､

一

油
井

当
り

の

生

産
量
(

第
1 4

表
)

が

大
き

く
､

米

国
の

約
五

百

倍

程

度
で

あ

り
､

し

た

が
っ

て

安
価
な

点
に

あ

る
｡

し

か

し
､

第
1 5

表
の

数

字
で

わ

か

る

よ

う
に

世

界
の

石

油
埋

蔵

量
の

九

〇

%
､

原
油
生

産
量
の

五

九
･

五

%
､

お

よ

び

原

油

処

理

量
の

五

三
･

五

%

が

七

大

石

油
カ

ル

テ

ル

の

支
配

下
に

あ

る
｡

牢

内
.

朽

寛
P

且
-

P

に

よ

れ

ば
､

一

九
四

九

年
の

ア

ラ

ビ

ア

石

油
の

生

産

費
は
バ

ー

レ

ル

当
り

次
の

通

り
で

あ
っ

た
｡

生

産
費

特

許
権
使
用
料

精
油

所
ま

で

の

輸
送
費

ペ

ル

シ

ャ

湾
に

お

け
る

稔
コ

ス

ト

二

四
セ

ン

ト

二
一

セ

ン

ト

二
･

五

セ

ン

ト

四

七
･

五

セ

ン

ト

し

か

る

に

販

売

価
格
は
一

バ

ー

レ

ル

当

り
一

ド

ル

九
七

セ

ン

ト

で

あ
っ

た

か

ら
､

一

バ

ー

レ

ル

当

り
一

ド

ル

五

〇
セ

ン

ト

の

紬
益

-
L

J

が

あ
っ

た
｡

石

油
連
盟
に

よ

れ

ば

昭

和
三

十
七

年
二

月
現

在
に

お

〃



一 橋論叢 第 四十 八 巻 第 二 号 ( 4 8 )

第 1き 表 世界 の 原 油確定 埋蔵量 お よ び 生 産 量

( 単位 : 百万 バ ー レ ル )

生 産 量 ( P )
月/ P

確認 埋蔵量 (月)

1 9 6 0 年l 構 成 比1 9 6 0 年i 構 成 比
地

1 4 .2

1 3 .1

2 5 .7

2 2 .4

1 8 .2

n

∂

′
+

h

3

3

ウ

ノ

ウ

ノ

′

h

U

〔

八

)

1

3

1

2

2 9 .7

8 0 .2

8 1 .7

一

5 ･3

4 ･2

0 ･2

1 ･1

5 ･7

4 ･2

9 ･6

3 ･0

1 ･1

7 ･3

9 ･4

9

0

1

0
ノ

ア

2

3

5

′

n

〉
1

3

1

1

1

%

3 7 .5 1

3 3 .6 5

2
.
5 5

1 .3 1

1 6 .4 3

1 3 .5 9

0.7 6

1 .3 8

1 5 .4 9

1 3 .9 0

1
.32

0 .8 3

7

q
/

4

っ
J

7

っ
J

2

0

3

4

0

1

7

0
ノ

0

/
h

U

′

h
U

史
U

7

0

0

0

5

7

､
5

5

4

〇
.

〇

2

2

0

0

2

01

4

q
ノ

5

1

4

8

q
ノ

5

2

1

1

4

′
L

U

/
L

U

q
/

0

5

3

5

0

只
り

′
h

U

O

′

b

8

5

1

1

2

0

1

1

0

1

-
.

ヽ

)

一

2 1

9 5

5 4

8 4

5 7

4 8

63

加

15 6

3

品

0
ノ

5

4

3

3

%
1 3 .5 5

1 1 .1 4

1 .6 6

0 .7 4

7 .5 7

6 .1 4

0 .7 3

0 .5 8

1 1 .1 3

1 0 ,4 6

2 .6 9

1 .7 2

0 .6 6

6 0 .8 5

2 0 .5 9

1 6
.
6 1

1 1 .6 2

8 .9 7

1 .9 9

0 .83

3 .63

3 .1 5

0 .0 1

1 0 0 .0 0

7 8 5

5 3 5

0 0 ｡

2 5 ｡

8 1 2

5 0 ｡

2 0 0

7 2 2

5 0 2

5 0 0

0 9 9

2 0 ｡

0 0 0

1 6 ｡

0 0 0

0 00

0 0｡

0 00

0 0 ｡

5 0 0

9 0 6

5 0 ｡

6 0

題

0

っ

J

5

2

2

8

2

1

3

1

8

5

2

3

2

0

5

7

′

0

2

0

0
ノ

0

4

3

2

1

3

3

1 8

6

5

3

2

1

3 0

米北

ア メ リ カ

カ ナ ダ

メ キ シ コ

中 南 米

ヴ ュ ネ ズ ェ ラ

ア ′レ ゼ ン チ ン

欧

欧

ソ 連

西

東

ア フ リ カ

ア ル ジ ェ リ ア

リ ビ ア

東

ク エ イ ト

サ ウ ジ ･ ア ラ ビ ア

イ ア ン

イ ラ ク

中 立 地 帯

カ タ ー ル

中

極 東 ･ 大 洋 州

イ ン ド ネ シ ア

日 本

世 界 合 計

資料 : (1 ) 0 11 & G a s J o 1 1 r n a l D e e . 2 6 . 1 9 6 0 ･

(2 ) キ ロ ワ ッ ト レ書こ換 算する と 4 7 5 億 キ ロ ワ ッ ト レ†こ な る ･

(3 ) キ ロ ワ ッ ト レに換算する と 1 2 億 キ ロ リ プ レ レに な る ･

ち
､

中
東
原
油
の

朋
一

-

⊥

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

着

価
格
(

輸
入

関

税
を

含
む
)

が
､

そ

れ

と

同

品

質
の

カ

リ

ブ

海
地

域

原
油
の

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

価

格
と

等
し

く

な
る

よ

う

逆
算
し
て

決

(

註
)

め
ら

れ

て

い

る
｡

換
言

す
れ

ば
､

ニ

ュ

ー

ヨ

ー
.
ク

に

お

け
る

国
内

原

油
価

格
か

ら

関
税
と

運

賃
を

差
引

け
ば
､

中

東
原

油
価

蒋
と

な

る
｡

し

た

が

っ

け

る

ア

ラ
ビ

ア

原
油
公

示

価

格
は
､

ペ

ル

シ

ャ

湾
ラ

ス

タ

ヌ

ラ

港

で
バ

ー

レ

ル

当
り
一

ド
ル

八

〇
セ

ン

ト

で

あ

る
｡

こ

の

原
油

価
格

は

し

か

し
､

簡
単
な

原
理

に

基
い

て

つ

け

ら
れ

て

い

る
｡

す
な

わ

て
､

買
手

市
場
と
い

っ

て

も

筆

者
に

は

表
現
の

問
題
と

考
え

ら

れ

る

し
､

国
際
商
品
た

る

石

油
の

性
格
の

一

端
が

窺
わ

れ

る
｡

し

か

し

な
が

ら
､

第
二

次

大

戦
前
わ

が

国
で

石

油
製
品
を

米
国
か

ら

輸

l
■
■

ノ

〃
､

す
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第 14 表 1 井当 り生 産量

此較 バ ー レ ル/ 日
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0

っ
J
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2
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n

)
5
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h
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1 1 0 00 .0

1 2 00 0 .0

米 国

日 本

西 独

カ ナ ダ

ク エ ー ト

サ ウ ジ ･ ア ラ ビア

イ ラ ク

べ ネ ゼ ヲ

ハ シ ･ メ サ ウ ド

( ア ル ジ ェ リ ア)

ア ラ ビア石油 28 号井

入

し
て

い

た

時
代
に

は
､

常
に

製
品

価

蒋
は

米
国
よ

り

も
､

運
賃

価
格
だ

け

高

価
で

あ
っ

た

( 4 9 ) 石 油 と輸送問題

の

芯

反
し
､

戦
後
は

大

分

臭
っ

た

事
情
の

下
に

あ

る
｡

す
な

わ

ち

ペ

ル

シ

ャ

湾
-
日

本

間
の

港

湾
条
件
･

距
離
･

ス

エ

ズ

運
河
の

問

題
な

ど
､

海
上

輸
送
条
件
が

日

本
の

方
が

欧

米
諸

国
に

比
べ

て

む

し

ろ

有
利
で

あ
る

点
で
､

こ

こ

に

タ
ン

カ

ー

問
題
の

重

要
性
が

あ

る
｡(

註
)

中

東
屁

油

価

格
は
一

九

四

八
､

九

年
に

二

度
値

下

げ
さ

れ
､

ア

メ

リ

カ

原

油
･

中

東
原

油
の

等
価

布
地

点
ほ

変
更

前
の

イ
タ

リ

ア

か

ら

ア

メ

リ

カ

東
沿

岸
に

移

行
し

た
｡

西

欧

原

油

市

場

中

心
の

こ

の

措

置

も

し

か

し
､

割
高

な
ア

メ

リ

カ

原

油

価

希
が

基

準
と

な
っ

て

い

る

点

に

変

り

は

な
い

｡

一

九

五

九

年
に

お

け
る

中

東

石

油
生

産

量
の

六

四

%

が
ヨ

ー

ロ

γ

パ

ヘ

､

八

%

が

米

国
へ

輸
出
さ

れ

た

が
､

こ

れ

は

同

年
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

全

輸

入

真
の

七
五

%
､

米
国
の

全

輸

入

量
の

一

九

%

を

占
め
る
｡

中

東
諸

国
に

ぉ

い

て

は

産
油
地
と

海
岸
と
の

間
が

乎
且

で
､

石

第 15 表 7 大 国際石 油会 社 の 勢力
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( 1 9 6 0 年)

原 油 生 産 量

( 1 9 6 0 年)

甥言
‾

】 %ピ笥言‾l %
国 籍

∠ゝ
ヱく

5

0

0

1

1

5

2

3

-
.

〇

3

4

5

4

⊂
J

⊂
J

l

l

1

0
ノ

9

0

1

4

1

7

4

5

4

4
′
L

U

8

n

O

5

7

9

8

q
/

0
ノ

2

2

3

0

5

5

5
′
h

U

1

2

っ

J

〔

る

0

0

5

7

4

1

1

2
,
1 9 3

2
,
3 0 7 (3)

1
,
5 0 6

1
,
5 2 0 (4)

9 8 8

1
,
3 5 2

7 3 8

カ

蘭
カ

ス

カ

カ

カ

メ

メ

ギ

メ

メ

メ

ア

英

ア

イ

ア

ア

ア

S t a n d a r d O il C o
･ ( N e w J e r s e y) (1)

R o y a l D n t cも.
S b ell G r o 11 p (

1)

C n lf ･ O il C o r p ･(
1 )

B r iti s血 P e t r o l e 1 1 m (2)

S t a n d a r d O il C o . o f C a li f o r n i a (1)

T e x a e o I n c .(1 )

S o c o n y 凹 o b il C o .(
1 )

5 3 .5

1 0 0 .0

5

8

0

3

9

5

9
,

略

5

0

q
ハ

α

5

1 0
′
【

U

4

∝

0

〈U
ノ

′
L

U

′

h

U

α
ノ

フ
リ

l

l

以 上 合 計

自 由 せ 昇 給 計

注 : (1 ) O il & G a s J o 1 1 r 且1 . E 乱n 2 7 , 1 9 6 1 .

( 2) p et r o l e l l m T i m e s . Ⅱ 乱y 5 , 1 96 1 .

( 3) 特殊供給契約に よ る受取量 6 4ち0 0 0 バ
ー

レ ル/ 日を含 む .

( 4) 1 バ ー レ ル/日な 5 0 ト ン 件 と し て換算 .

( 5) W o rl d O i l
,
F e b . 1 6

,
1 96 0 .

J ∂7



一 橋論叢 第四 十八 巻 第 二 号 ( 5 0 )

油
の

パ

イ
プ

輸
送
が

低
廉
で

あ

り
､

石
油
層
の

地

層
が

浅
い

利
点

が

あ

る
｡

し

か

し
､

石

油
精

製
事
業
を

現

地
に

建
設
す
る

に

は

清

水
が

著
し

く

不

足
す
る

と
い

わ

れ
､

特
に

化

学
工

業
な
ど

の

関
連

産
業
を

欠

く
か

ら

非
採
算
的
で

あ

る

と
い

う
｡

現

在
ま
で

中

東
石
油
採
掘
に

よ

る

莫
大

な

利
潤
は
､

現

地
に

再

投
資
さ

れ

る

こ

と

な
く
､

石

油
会
社
の

本

国
の

高
度
に

エ

業
化
さ

れ

た

経
済
の

中
に

の

み

投
資
苫

れ

て

き

た
｡

例
え

ば

A
声
A

宍
○

の

全

く

無

駄
に

廃

棄
し

て

き

た

石

油
ガ

ス

を

用
い

れ

ば

容
易
に

サ

ウ

ジ

･

ア

ラ

ビ

ア

に

合
成
ゴ

ム

会
社
が

出
現
で

き

る

筈
で

あ

る
｡

(

註
)

ア

ラ
ム

コ

A
声
A
g
C
O

(

A

岩
E

賀
A
ヨ
e

ユ
凸

呂
○
ご

C
｡
･

)

S
t

P
n

d
P

a

O
ご

C
〇
一

〇
f

C

已
-

f

O
→

ロ

㌻

(

旨
故
)
-

→
e

担
p

･
3
一

日
〇
･

(

旨
h

S
-

S
t

P

n

計
a

O
ロ

C
〇
･

ソ

訂
宅

甘
諾
e

y

(

旨
"

S
)

哲
○

昌
呵

呂
○

已
】

C
O

∴
-

○

斌
)

に

ょ

る

合

弁
会

社
で

調

査
･

開

発
･

楷

製
･

輸
出
に

関

す
る

独

占
権
を

も
つ

｡

し

か

し
､

こ

の

石

油
地

域
は

東
西

対

立
の

現

実
に

お

い

て
､

ソ

連
圏
に

近
い

と

い

う
事
情
の

外
に
､

文

化

的
･

人

種
的
･

言

語
的

に

同

種
で
､

共
産
主

義
の

脅
威
な
る

も

の

を

認

め
ぬ

ア

ラ

ブ

人
が

オ

γ

ト

マ

ン

帝
国
の

崩
壊
に

際
し

英
･

仏
列
強
の

手
に

よ
っ

て

競

争
的

単
位
と

し
て

分

割
さ

れ

た

と
い

う

歴
史
を

も

ち
､

二

つ

の

大

戦
の

中

間
期
間
に

石
油
資
源
の

発
見
と

同

時
に
､

ア

ラ

ブ

統
一

へ

の

民

族

主

義
運

動
が

成
長
を

始
め
た
｡

こ

れ

も

現

地
で

の

石
油
精

畑

製
関
連
産

業
を

困

難
に

す
る

理

由
と

さ

れ

る
｡

次
に
一

例
と

し
て

中

東
原
油
中
わ
が

国
で

最
も

輸
入

量
の

多
い

ク
エ

ー

ト

原
油
と
､

そ

の

品

質
を

み

る
｡

ク

エ

ー

ト

原
油
は

申
吋
･

と

G

已
f

O
じ

C
〇
.

と
の

五

〇

%

出
資
に

よ

る

合

弁
会
社
た

る

ク
エ

ー

ト

石

油
会
社
(

野
-

畠
叶

t

O
ロ

C
｡
･

)

に

よ

り

開

発
さ

れ
､

油
田

の

地

層
は

白

壁

紀
の

砂

層
と
い

う
特
色
を

も

ち
､

ク

エ

ー

ト

市
南

方
の

B

宍
g

呂
(

昭

和
二

三

年
発
見
)
､

己

品
W
P

(

昭

和
二

六

年
発
見
)

お

よ

び

A

F
ロ

P

巴
(

昭

和
二

七

年
発
見
)

の

三

油
田

か

ら

な
る
｡

油

井
数
は

三

〇
三
､

こ

の

中
二

〓
は

ぎ
宅
｡

油
田

に

集
中

し
て

F a o

第 3 国 正n w a i t 油 田の 略図

I r a q

E u l V ait

K u ＼V ait

P E R S-I A N
F■左d i = G U

h4 e r】a al

J all a r a o

ht a g l＼
･

a

‾
ニこ忘 m ｡ r g a n

い

る
｡

こ

れ

は

単
一

油
田

と

し
て

は

埋

蔵
量
･

生

産

量
と

も
に

世

界
最
大
で

あ

る
｡

三

油
田

か

ら

生

産
さ

れ

た

原
油
は

中

質
原
油
に

属
し
､

一

旦

集
油
所
に

集

め

ら

れ
､

こ

こ

で

ガ

ス

を

分

離
し
､

二

〇

イ

ン

チ

お

よ

び

三

〇

～

三

四

イ

ン

チ

の

パ

イ

プ

で

呂
e

n
p

巳

l
l
_

-

▲

′
一

､

ノ



( 5 1 ) 石 油 と輸送問題

ノ

i
▼

＼

†

A
F

日

邑
-

の

油
槽
所
に

送
ら

れ
､

こ

こ

か

ら
パ

イ

プ

で

桟
橋
と

沖

に

碇

泊
す
る

タ

ン

カ

ー

に

積
込

ま
れ

る
｡

原
油
の
一

般
性
質
と

し

て

A

P
I

度

は

三

一

･

三

八
､

硫

黄

分

二
･

五

二

重

量
%
､

灰

分

〇
･

〇
一

八

重

量
%
､

粘
度
(

セ

ン

チ

ス

ト

ー

ク

ス

)

摂
氏
三

〇

度
で
一

一

･

九
､

蟻
分
二
･

八

重

量
%
で

あ

る
｡

こ

れ

の

溜
出
抽
と

し

て

は

得
率
(

体

積

%
)

で

ガ

ソ

リ

ン

二

四
､

灯

油
仇
､

軽
油
一

六
､

残
漆
油
五
一

で
､

ガ

ソ

リ

ン

の

オ

ク

タ

ン

価

(

モ

ー

タ

ー

法
)

は

単
味
で

四

〇
･

六
､

加

鉛
(

ガ

ロ

ン

当

り

三

C

C

)

で

六

五
･

二
､

軽
油
の

セ

タ

ン

■
価
は

六
一

で

あ

る
｡

ま

た

イ

オ

ウ

は

各
溜
分

中
重

量
%

で
､

ガ

ソ

リ

ン

〇
･

〇

四
､

灯
油
〇
･

〇

八
､

軽
油
一

･

二

〇
､

残

漆
油
三
･

七

二

と

分

布
す
る

か

ら
､

重

油
は

そ

の

ま

ま

製
鋼
用
に

は

使
用
で

き

な
い
｡

ガ

ソ

リ

ン

も

直
溜
の

ま

ま

で

は

オ

ク

タ

ン

価
が

低
く

自
動
車
用
に

は

使
用
で

き

な
い

か

ら
､

ガ

ソ

リ

ン

溜
分
を

ま

ず
軽

質
ガ

ソ

リ

ン

(

. オ
ク

タ
ン

価
六

〇

位
)

と

重

質
ガ

ソ

リ

ン

に

分

け
､

重

質
の

方

を

接
触
改

質
装

置
に

よ

り

改

質
し
て

オ

ク

タ

ン

価
を

あ

げ

る

(

七

〇
1

八

〇

位
)

｡

脱
硫
に

は

硫

酸
沈
澱
法
･

ズ

イ

ー

ト

ニ

ン

グ

法
が

あ

る
｡

次

に

両

者
を

混

合

し
､

加
鉛
し
､

自
動

車
ガ

ソ

リ

ン

と

す
る
｡

灯
･

軽
油
溜
分

中
の

イ

オ

ウ

は

硫
酸
洗
淋
法
･

ユ

ニ

フ

ァ

イ

イ

ン

グ

法
に

よ

り

除
去
す

る
｡

残
軽
油
は

そ

の

ま

ま
C

重

油
と

な
る

が
､

灯
･

軽
油
で

う

す

め

て

A

重

油
(

灯

軽

油
七

〇
～

八

〇

%
)

､

B

重

油
(

灯

軽

油
七

〇

%
)

も

調

製
す
る
｡

ク
エ

ー

ト

原
油
に

限
ら

ず
､

イ

オ

ウ

分
が

多
い

こ

と

が

中

東
原

油
一

般
の

欠

点
で

あ
っ

て
､

こ

れ

が

多
い

と

貯
油
槽
･

蒸
溜
装

置

な

ど
の

腐

蝕
を

促
進
さ

せ

る

こ

と

に

な

る
｡

残
埴
油
の

一

部
は

減

圧

蒸
溜
装
置
で

蒸
溜
し
て

各
種
の

粘
度
の

も
の

を

採
取

す
る
｡

含
有
す
る

嘘
分

は

製
蟻
装

置
に

よ
っ

て
パ

ラ

フ

ィ

ン

･

ワ

ッ

ク

ス

と

す
る
｡

一

方

油
分

は

硫
酸
洗

溌
･

白
土

処

理

を

経
て

各
種
の

潤
滑

油
と

す
る
｡

減
圧

残

漆
抽
か

ら

は

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

を

製
造

す
る
｡

石

油
コ

ー

ク

ス

は

蒸
溜
の
一

種
の

残

査
で

分

解
程
度
の

最
も

進
ん

だ

も

の

で

あ
っ

て
コ

ー

キ

ン

グ

法
で

連
続

的
に

製
造

さ

れ

て

い

る
｡

積
出
港
た

る

メ

ナ
･

ア

ル

･

ア

ー

マ

デ
ィ

は

中

東
随
一

と
い

わ

れ
､

水
深
は

干
潮
時
で
一

■
五

～
一

八
メ

ー

ト

ル
､

二
二

隻
の

タ

ン

カ

ー

に

対

し

同

時
に

積
荷
が

可

能
と
い

う
｡

三

八
カ

所
の

錨
地

と

五

分

所
の

沖
合
錨
地

を

も

ち
､

タ

ン

カ

ー

用
桟
橋
は

T

字

型
で

海

岸
か

ら

沖
合
に

二
二

六
二

メ

ー

ト

ル

突
出
し

て

い

る
｡

積
込

油

槽
所
の

施
設
は

四

六

〇
万
バ

ー

レ

ル
､

積
荷
は
一

時
間
当

り
五

千

ト

ン

な
い

し
六
､

七

六

〇
ト

ン

と
い

う
｡

メ

ナ
･

ア

ル

･

ア

ー

マ

デ
ィ

活
か

ら

横
浜
ま

で

の

距

離
は

六
､

畑



七

九

〇
マ

イ

ル
､

速
力
一

四

な

い

し
一

六
ノ

ッ

ト

の

タ

ン

カ

ー

で

片
道
二

二

日

を

要
す
る
｡

ロ

S

M

C

棟
準
運

賃
は

横

浜

ま

で

ロ

ン

グ

ト

ン

当
り
一

〇
･

六

ド

ル
､

【
ま
た
､

一

九
六

〇

年

八

月
～

九
月

に

実
施
さ

れ

た

ク
エ

ー

ト

原

油
の

F

O

B

価

格
は
､

此

重
A

P

I

三
一

な
い

し
三
一

･

九

度
の

も

の

で
バ
･
-

レ

ル

当

り
一

･

五

ド

ル

で

あ

る
｡

な
お

A

P

I
一

度
上

下

す
る

ご

と
に
一

バ

ー

レ

ル

当

り

二

セ

ン

ト

上

下

す
る
｡

中
立

地

帯
の

カ

フ

ジ

河
監

巴

内

F
f
j

-

沖
の

海
底
油
田

は

わ

が

国
ア

ラ

ビ

ア

石

油
会

社
に

よ

り

開
発
さ

れ
､

昭

和
三

十
五

年
一

月

第
一

号

井
の

出
抽
か

ら
昭

和
三

十
七

年
四

月
､

二

十

八

号

井
の

出

泊
ま

で

採
掘
さ

れ

た

が
､

積
み

出
し

設
備
の

立

ち

遅
れ

(

中

古

タ

ン

カ

ー

を

利

用
し

た
五

隻
の

浮
き

タ

ン

ク

の

み
)

の

た

め

積
出
量
は

油

井
九

本
分
(

月

間
二

〇

ユ
ニ

〇

万
キ

ロ

リ

ッ

ト

ル

)

に

す
ぎ
な

い
｡

そ

こ

で

採
油
現

場
か

ら

カ

フ

ジ

基
地

ま

で

口

径
三

〇

イ

ン

チ
､

長
さ

四

〇
キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の

海
底
パ

イ

プ

ラ

イ

ン

を

建
設
し
て

原
油
を

輸
送
し
､

貯
油
設
備
と

し
て

四
二

千
キ

ロ

リ
ブ

ト

ル

の

タ

ン

ク

八

基
を

設
備
す
る

と

と

も
に
､

六
キ

ロ

沖
合
の

タ

ン

カ

ー

ド

ッ

ク

ま

で

三

〇

イ

ン

チ
パ

イ

プ

を

新
設

し
て

原
油
を

送
り

込

む
よ

う
に

す

る
｡

こ

の

恒
久

積
出
し

設
備
は

昭

和
三

十
七

年
六

月
未

完
成
､

十

月

l

L

∬
■

∴
〃

､

丸

･丁
∴

.

以

降
年
間
一

千

万
キ

ロ

リ

ッ

ト

ル

(

わ

が

国

捻
輸
入

量
の

二

〇

%
)

の

仰
一

⊥

積
み

出
し

を

可

能
に

す
る
｡

注

目

す
べ

き

は
､

生

産
面
の

合
理

化

で

あ
っ

て
､

自
動
遠
隔
操

作
装

置
(

A
吋

河
H

P
)

で
､

基
地
か

ら

四

〇
キ

ロ

遠
方
の

各
軸
井
の

バ

ル

ブ

開
閉
･

出
油
記

録
を

技
術
者
二

人

で

管
理

す
る
｡

こ

の

原

油
の

輸
入
に

よ

れ

ば

外

貨
は

三

〇

な
い

し

四

〇

%

節
約
さ

れ

る

と

い

う
｡

四

サ
ハ

ラ

原
油

既
に

述
べ

た

よ

う
に

中
東
原

油
の

六
五

%
が

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

ヘ

輸

送
さ

れ

て

い

る

が
､

こ

れ

に

二

つ

の

コ

ー

ス

が

あ

る
｡

一

つ

は
パ

イ

プ

ラ

イ

ン

に

よ

る

も
の

で
､

サ

ウ

ジ
･

ア

ラ

ビ

ア

の

A

g
巴
戸

A

訂
d

寛
-

S

F
2

d
g

仁

ヨ
〉

ヨ
F

ロ
a

n
-

づ
P

才

G
F
P

毛

賀

な

ど
の

油
田

地

帯

の

カ

チ

フ

昏
r

t

芯

か

ら
レ

バ

ノ

ン

の

の
一

計
口

港
に

至
る

延

長

二

七
一

九
キ

ロ

メ

ー

ト

ル
､

口

径
三

〇

な

い

し

三

一

イ

ン

チ

の

ゴ
p

n
り

A
H

p

E
P

n

コ
p
2

E
n
e

(

→
P

p
-

訂
e
)

で
､

年
間
約
一

六

百

万
ト

ン

の

原
油
を

送
る
｡

こ

の

ほ

か
､

イ

ラ

ク

の

原

油
の

七

四

%

程
の

も
の

が

巴
詩

旨
か

ら

シ

リ

ア

の

評
2 .

笥
∽

港
､

レ

バ

ノ

ン

の

ゴ
首
｡
-

小

港
お

よ

び

イ

ス

ラ

エ

ル

の

H
P

完
P

に

至
る

三

本
の

(

註
)

イ

ラ

ク

石
油
の

パ

イ

プ

ラ

イ
ン

(
Ⅰ

望
U

コ

官

E
ロ
e

)

に

よ
っ

て

地

f
ノ



) 石 油と 輸送 問題

′
J
け
1

～

‡.′
†

中

海
岸
に

輸
送
さ

れ

る
｡

先
に

起
っ

た

ス

エ

ズ

動
乱
に

お

い

て

は
､

シ

リ

ア

領
内
で

こ

の

H

勺
C

ヨ
p
e

P

訂
e

の

ポ

ン

プ

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

が

破

壊
さ

れ
､

送
油

が

止
っ

た

事
が

報
ぜ

ら

れ

た
｡

(

註
)

一

イ

ラ

ク

石

油
会

社
の

持
株

せ
→

訂
小

∽

F

吋
e
t

づ
ロ
】

e

日

日

C
〇
.

P
t

P

N

山
.

㌶
歌

声
○
)
1

巴
･

U

已
の

F
･

∽

F
e

亡

G

3
亡

p

N

い
.

㌶
故

買
e

賀

E
P

祭

日
e

く
e
-

O

p
.

C
〇
.

N

レ
.

諾
故

C
O

日
廿
P

g
n

訂

句

岩
ロ
○

巴

岩
n

訂
払

設
t

3
-

e

班

N

い
.

諾
故

吋
P
H
t
-

○

首
P
t

-

○

ロ
∽

甲
ロ

打

出
H

p
-

○

旨
t
-

○

ロ
∽

C
O

→

廿
.

汁
0

0

斌

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

に

よ

る

地

中
海
東
岸
へ

の

石

油
輸
送

量
が

現

在

年
間
約
四

千
万

ト

ン

で

あ
る

の

に

対
し
､

ス

エ

ズ

運

河
を

通

過

す

る

石

油
は

年
間
約
一

億
ト

ン

で

あ
る
｡

紅
海
と

地

中

海
を

結
ぶ

延

長
一

六
二

キ
ロ

メ

ー

ト

ル

の

ス

エ

ズ

運

河
を

通
る

船

舶
は
､

一

九
六

〇

年
約
一

九

千

隻
､

一

日

平
均
五

二

隻
で

あ
っ

た
｡

通

過

船
舶
の

大
き

さ

は

喫
水
三

四
メ

ー

ト

ル

迄

で

最
大
五

万

ト

ン

超
度
に

制

限
さ

れ

て

い

る
｡

(

河

已
e
仏

訂
→

n
P

5 .
･

笥
t

-

O

n
)

通

過

貨
物
量
は

約
一

七

千
万

ト

ン

､

そ

の

七

〇

%

を
､

ペ

ル

シ

ャ

湾
か

ら
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

向

う
石

油
が

占
め

て

い

る
｡

通

過

料
金
は

前
払
い

制
で
､

ト

ン

当
り
こ
一

四

ピ

ア

ス

ト

ル
(

二

〇
〇
ピ

ス

ト

ル

=
一

エ

ジ

プ

ト

ポ

ン

ド
)
､

通

過
は
一

〇
I
ニ
ー

〇
隻
の

船
団

を

く
ん

で

行
な

わ

れ

る
｡

一

九
五

六

年
国

有
化

後
ス

エ

ズ

運
河

公

社
の

手
で

管
理

さ

れ
､

現

在

実
施
中
の

改

修
工

事
に

よ

っ

て

七

万

ト

ン

ク

ラ

ス

の

タ

ン

カ

ー

を

通

過

可

能
に

す
る

計
画
(

喫
水

四

五

フ

ィ

ー

ト
)

と

全

延

長
に

わ

た

る

複
線
化
が

進
行

中

で

あ

る
｡

運

河

公

社
の

収
入

は
エ

ジ

プ

ト

国
家
収
入
の

主

要
な

汝
泉
で

あ

り
､

年

間
約
五

千

万
エ

ジ

プ

ト

ポ

ン

ド

で
､

そ

の

二

五

%
が

運

河
の

維
持
､

改
良

費
と

さ

れ

て

い

る
｡

す
な

わ

ち
ス

エ

ズ

運

河
の

将
来
は
ペ

ル

シ

ャ

湾
沿

岸
の

石

油
に

か

か
っ

て

い

る
｡

(

註
)

運

河
に

よ
る

過

運

船

舶
の

大

き

さ

制

限

は
パ

ナ

マ

運

河
の

場
合

も

同

様
で

あ

る
｡

わ

が

国

の

原
料

炭
･

鉄

鉱

石
を

北
･

南
米
の

東
海

岸

か

ら

輸
入

す
る

よ

う
な

場
合
､

こ

れ
が

問
題
に

な

る
｡

ス

エ

ズ

運

河
の

通

過

船

舶
が

喫
水
か

ら

大
き

さ

を

制

限
さ

れ

る

の

に

対

し
､

パ

ナ
マ

で

は
ド

ッ

ク

ゲ
ー

ト

に

お

け

る

ゲ

ー

ト

幅
(

一

一

〇
フ

ィ

ー

ト
)

が

制

限
の

原

因
と

な

る
｡

す

な
わ

ち
､

声

已
e

∽

訂
り

2
p

ま

習
･

t
叶

○

ロ

に

よ
れ

ば
､

通

過

船
舶

制

限

は

幅
一

〇

六

フ

ィ

ー

ト
､

喫
水

三

七
フ

ィ

ー

ト
､

長
さ

八

〇

〇
フ

ィ

ー

ト

で
､

仮
に

幅
二

〇

四
フ

ィ

ー

ト

(

三

二
･

二

メ

ー

ト

ル

)

の

船
と

す
れ

ば

や

は

り

五

万

ト

ン

程

度
迄

と
い

う
こ

と

に

な

る
｡

一

方
E

E

C

諸

国
の

経
済
発
展
は
､

そ

の

総
合
エ

ネ

ル

ギ

ー

政

策
が

原
動
力
と

な
っ

て

い

る

の

で

あ
っ

て
､

石
油

需
要
を

急

増
さ

せ

て

い

る

が
､

そ

の

政

策
基
本

線
は
､

石
炭
か

ら

石

油
･

天

然
ガ

ス

ヘ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

転
換
へ

国
内
･

国
外
の

石

油
資
漁
開
発
の

推

爪



一 橋論叢 第 四十 八 巻 第 二 号 ( 5 4 )

進
､

安
価
な
エ

ネ

ル

ギ
+

の

長
期
安
定
的

供
給
に

あ

る
｡

E

E
C
､

英
国
､

デ
ン

マ

ー

ク

を

含
め

て
一

九

六
一

年
の

石

油

消
費
は

二
ニ

%

増
加
し

た

が
､

中

東
の

原

油
生

産
は

七

%

増
加
し

た

に

す
ぎ

ず
両

者
の

増
加
速
度
の

差
が

ま

す
ま

す
大
き

く

な
る

可

能

性
が

あ

る

と

と

も

に
､

産
油
地
た

る

イ

ラ

ク
､

ク
エ

ー

ト

な

ど

を

め

ぐ
る

政

治
的

不

安
定
が

あ

る
｡

こ

れ

ら
は

ス

エ

ズ

運

河

や

距

離
的
条
件
も

含
め

て

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸

国
に

と
っ

て
､

石

油
供
給
源

を

北
ア

フ

リ

カ
､

ベ

ネ

ズ

エ

ラ

に

新
た

に

指
向

さ

せ

る

十

分
な

理

由
と

な
る
｡

こ

の

傾
向

は

石

油
貿
易
構
造

に

大
き

な

変

化

を

与

え
､

タ

ン

カ

ー

船
腹
需
要
を

減
少
さ

せ

る

で

あ

ろ

う
｡

ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

の

サ
ハ

ラ

に

お

け
る

石

油

開

発
は

C
･

句
･

勺
･

と

(

註
)

∽
.

芦

声
2

写
-

に

よ
っ

て

行
な

わ

れ

た
｡

す
な

わ

ち
一

九

五

三

年

か

ら

四

年
間
の

探
鉱
活
動
の

後
､

一

九
五

六

年
六

月
S
･

芦

河
e

葛
-

に

よ
っ

て
ハ

シ

∵
メ

サ

ウ

ド

(

H
a

邑
呂
e
∽

紀
5

已
)

の

深

三
二
､

三

〇

〇
メ

ー

ト

ル

の

C
O

冒
す
}

岩

層
中
に

最
初
の

油

層

が

発

見
さ

れ
､

次
い

で
一

九

五

七

年
五

月

C
句
吋

(

A
)

に

よ
っ

て

そ

の

北

方

七
キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の

地

に

三
､

二

七

〇

メ

ー

ト

ル

の

深
さ

で

油

層

が

発
見
さ

れ

た
｡

(

註
)

C
.

句
.

吋

∴
C
｡

m

唱
g

2 .
e

句
り

P

n

邑
s

e

d
e
00

崇
t

邑
e

且

一

九

二

四

年
設

立
､

資
本

金
三

億
六
､

五

五

四

万

N

F
､

株
式

の

三

五

%

を
フ

ラ

ン

ス

政

府

が

所

有
す
る
｡

一

九
五

三

年

C
･

句
･

勺
･

は

子
会

社

紹
一

.′-

と

し
て

C
一

句
.

吋
.

(

A
)

C
O

m

官
g

n

訂

句
り

呂
○

巴
冨

計
払

崇
t

3
-

e

班

(

A
-

g
か

ユ
e

)

を

作
り

権

利

を

譲

渡
し
た
｡

資
本

金

二

億
一

千

万

N

F
､

C
.

句
.

勺

八

五

%
､

残

り
一

五

%
は

炭

化
水

素

に

対

す
る

投
資
会

社
｡

∽
.

芦

声
e

官
P
-

(

哲
○
-

e

t

か

宅
巳
6

.

臼

已
e

d
2

押
e

O

F
e

→
○

訂
∽

e
t

年
E
出

七
】

○
-

t

邑
O

n

.
計
∽

崇
t

岩
-

2
∽

2

β

A
-

思
ユ
e

)

A
-

思
ユ
e

浄

毎

会
.

ひ

歌

声
河
.

ワ

(

剖
茅

薄
演
釦
‥

出

喜
e

2
-

計

押
e

O

F
e

言

訂
∽

計

冨
t

邑
e
)

芦
∽

故

の

共

同

出
■
資
に

ょ

る

四

億
五

千

万
N

F
の

会

社
､

一

九

四

六

年

設
立
｡

一

九

六
一

年
一

月

現

在
で

六
三

本
の

油
井
を

も

ち
､

一

九
六

〇

年
の

生

産
実
績
は

C
･

句
･

吋

(

A
)

二

三

七

三

万

ト

ン

∽
･

宇

戸
e

思
-

四

三

〇
･

三

万
ト

ン

で

あ
っ

た
｡

ハ

シ

･

メ

サ

ウ

ド

原

油

は

軽

質

で

イ

オ

ウ

分

は

殆
ど

無
く
､

ジ

ー

ゼ

ル

機

関
に

は

そ

の

ま

ま

使

用
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で

き
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一

立
方

メ

ー

ト

ル

当

り
二

〇

〇
立

方
メ

ー

ト

ル

の

ガ

ス

を

と

も

な

い
､

油
温

は
一

一

九

度
で

あ

る

と
い

う
｡

一

九

六
五

年

一

千

万
ト

ン

の

生

.

し
U
l

ロ

ノ

着

/

で
ノ
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一

l

も
､
1

ヽ
■十
′

産
が

予

想

さ

れ

て

い

る
｡

R
･

A
･

P

は

サ
ハ

ラ

の

油
田

開
発
の

た

め

に

挿
○

叫

P

T

ロ

ま
〔

F
･

(

註
)

S

F
e

ロ

G

3

壱

と

協
力

す
る

た

め
に

C

蒜

忘

を

設

立

し
た
｡

C

記
せ
∽

は

リ

ビ

ア

の

国

境
に

近
い

南
サ
ハ

ラ

地

域
と
､

西

方
の

サ
ハ

ラ

の

中
心

附
近
で

幾
つ

か

の

油
田

を

発
見
､

開
発
し
た
｡

す
な

わ

ち
､

一

九
五

六

年

E
d
]

吾
e

せ

油
田

と

ゴ
g

亡
e

ロ
t

O

弓
旨
e

油
田

を
､

一

九

五

八

年
N

P
H

N

P

E
e

ロ

油
田

と

E
P

A
d
e

♂

｢
p

岩

旨
e

油
田

を

発
見

し

た
｡

一

九

六

〇

年
九

月
に

は

こ

の

地

区
か

ら

P
p

欝
E
∃
P

港

に

パ

イ

プ

ラ

イ
ン

が

完
成
さ

れ
､

石

油
の

積
込
が

開
始
さ

れ

た
｡

生

産
量
は
一

九

六
一

年

E

畳
e
-

e

ビ

一

八

〇
万

ト

ン

､

N
P
→

N

巴
t

-

n
e

六

五

〇

万
ト

ン

で
､

一

.
九

六
二

年
一

千

万
ト

ン

が

予

定
さ

れ

て

い

る
｡

(

註
)

戸
A
･

勺
･
(

好

打
訂

A

ま
｡

ロ
○

ヨ
e

d
e

∽

崇
t

3
】

e
∽

石
油

自

治

経

営
公

社
)

一

九
三

九

年
設
立
､

資
本

金

六

千

万

N

F
､

全

額

政

府

出

資
で

B
･

R
･

P
か

ら

の

二

八

百

万

N

F
､

の

融

資
が

あ

る
｡

C

記

篭
(

C
O

m

官
g

n

訂

d
e

河
e

O

訂
言

訂
∽

e
t

d

由
㍍

七
-

○
-

t

巳
i

O

日

計

巧
か
t

→

○
-

e

P

仁

∽
a

F
P
I

P
)

一

九
五

二

年

設

立
｡

資
本

金
二

億

N

F
､

フ

ラ

ン

ス

グ
ル

ー

プ

六
五

%
､

シ

ェ

ル

グ
ル

ー

プ

三

五

%
出

資
｡

ハ

シ

･

メ

サ

ウ

ド

原

油
は

当
初
暫
定

的
方

法
と

し

て

小

口

径
パ

イ

プ

に

よ
っ

て

→
○

亡
叫

的
○

弓
t

ま

で

送
り
､

そ

こ

か

ら

吋

E
-

首
勺

?

ま
ー

ー

e

港
へ

貨
車
輸
送
さ

れ

た

が
一

九
五

九

年
末
H

監
巴

官

訂
∽

琵
○

已

油
田

-

哲

鼻
e

港
間
を

結
ぶ

延

長
六

六

〇
キ
■
ロ

メ

ー

ト

ル

の

二

四

イ

ン

チ

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

が

開
通

し
､

一

九
六

〇

年
に

は

年
間
九

五

〇
万

ト

ン

の

輸
送
能
力
を

確
立

し

た
｡

し

か

し

な
が

ら
､

サ
ハ

ラ

原
油
は

軽
質
過

ぎ
る

か

ら
､

需
要
構

( 5 5 ) 石 油 と 輸送 問題

第 16 表 タ ン カ ー 繋船量 の

推移

月(末)一隻数i D′W年

6
,
6 5 9

,
3 9 9

6
,
6 8 6

,
5 6 6

6
,
5 7 5

,
6 7 0

6
,
0 9 5

,
3 1 6

5
,
4 9 3

,
0 6 0

4
,
4 7 1

,
2 8 0

3
.
9 2 5

,
3 8 7

3
,
4 2 9

,
3 3 4

3
,
3 5 4

,
6 4 1

3
,
2 7 7

,
2 3 0

3
,
08 5

,
7 0 9

3
,
9 1 7

,
9 4 7

4
,
1 7 4

,
3 4 1

4
,
7 7 9

,
5 4 1

4
,
0 5 3 ユ0 4

3
,
8 9 0

,
0 9 6

3
,
3 4 1

,
6 6 6

3
,
0 7 0

,
9 3 5

2
,
8 7 4

,
4 0 0

4 0 2

4 1 0

4 0 3

3 7 7

3 4 4

2 8 0

2 5 6

2 2 7

2 2 1

2 1 6

2 0 9

2 4 5

2 5 7

2 8 0

2 4 3

2 3 3

2 0 4

1 8 9

1 7 7

1 9 6 0 5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 96 1

注 B 乏00 O P/ W 以上 の 船舶を 対象 と

して い る .

造
と

の

間
に

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

が

生

じ

ょ

う
｡

す
な
わ

ち
､

溜
分
組
成
か

ら
い

っ

て

こ

れ

を

フ

ラ

ン

ス

国
内
で

精
製
し

消
費
す
る

に

あ

た

っ

て

は
､

重

油
不

足
､

ガ

ソ

リ

ン

過

剰
と

な

る

筈
で

あ

り
､

従

来
の

イ

オ

ウ

分
の

多
い

中

東
原
油
の

精
製
に

用
い

た

装

置
中
､

脱
硫
装

置
･

改

質
装

置
は

不
必

要
と

な

る
｡

ま

た

フ

ラ

ン

ス

の

石

油
精

製
能
力
の

五

五

焔
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%

お

よ

び

石

油
製
品
版

売
市

場
の

五

五

%
が

国
際
石
油
カ

ル

テ

ル

の

支
配
下

に

あ

り
､

そ

れ

ら
は

サ
ハ

ラ

原
油
の

性
質
が
､

フ

ラ

ン

ス

製
油
所
に

不

通
蒋
か

つ

高
価
で

あ

る

と

し
て
､

そ

の

受
け

入

れ

に

不
同

意
で

あ

る

と
い

う
｡

ニ

ケ
し

た

事
情
は

わ

が

国
の

ア

ラ

ビ

ア

石
油
の

採
掘
す
る

カ

フ

ジ

原
油
の

最
近
に

お

け
る

状
態
と

似
て

い

る
｡

し
か

し

結
局

は

申
じ
一

品
芥

F
a

S

打

E
∃
p

両

港
か

ち

積
み

出
さ

れ

る

二

千

万

ト

ン

の

北
ア

フ

リ

カ

原

油
は

フ

ラ

ン

ス

本
国
な

ど
で

消
費
さ

れ

る

こ

と
に

な

ろ

う
し
､

中

東
原

油
の

う
ち
パ

イ

プ

ラ

イ

ン

輸
送
に

よ
っ

て

地

中

海
東
岸
に

達
す
る

四

千

万
ト

ン

を

考
慮

す

れ

ば
､

海
上

輸
送
距
離
の

四

五

首
マ

イ

ル

以

上

の

短

縮
に

よ
っ

て
､

今
後
タ

ン

カ

ー

船
腹
需
要
に

及

ぼ

す
影
響
は

極
め

て

大
き
い

筈
で

あ

る
｡

ま

た
一

方
に

は
､

ス

エ

ズ

動
乱

後
､

世

界
的
に

大
量
に

建
造
さ

れ

た

船
腹
も

海
運

市

況
に

圧

力
と

な
っ

て

い

る

こ

と

は

繋
船
量
か

ら

判

断
さ

れ

る
｡

し
か

し

第
1 6

表
か

ら

判
断
さ

れ

る

様
に

タ
ン

カ

ー

繋
船
量
は
一

九

六
一

年
か

ら

逐
次

減
少

し
っ

つ

あ

る
｡

こ

の

こ

と

は

逆
に

み

れ

ば
タ

ン

カ

ー

事
情
一

般
を

上
ま

わ

る

礎
､

石

油
需

要
増
加
速
度
が

大

き
い

か

ら
で

あ

る

と

説
明
で

き

る
｡

む

し

ろ
､

わ

が

国
の

場
合
原
油
価
楷
と

製
品
価

格
と
い

う
両

面
か

ら

制
約
を

受
け
る

以

上
､

邦
船
積
取
り

此

率
の

減
少
が

問
題
と

な
る
｡

石
油
産

業
に

お

い

て

輸
送
問
題
と

と

も
に

重

要
な
こ

と

は

石

油

課
税
の

高
率
で

あ
る

こ

と

を

指
摘
し

た

い
｡

前
者
が

直
接
的
に

は

石

油
生

産

者
に

対

し
て

の

み

問
題
に

な

る

の

に

対
し
､

後
者
は

消

費
者
の

怖
か

ら

も

重

視
す
べ

き

で

あ

ろ

う
｡

す
な
わ

ち
昭

和
三

十

七

年
三

月
､

日

銀

調

査
に

よ

れ

ば
､

ガ

ソ

リ

ン

の

税
込

卸
売
価

格

中

税
率
は

七

二

%
､

軽
油
取
引

税
は

四

六

%

を

占
め
る
｡

ま

た
､

昭

和
三

十

六

年
に

お

け
る
､

関
税
を

含
め

た

石

油
諸

税
は

合
計

約

二

千

億
円

に

達
し
､

昭

和
三

十

年
の

五
･

七

倍
と

な
っ

て

い

る
｡

そ

れ

の

使
途
と

と
も

に
､

生

産
工

轟
か

ら

み

て

ガ

ソ

リ

ン

一
重

抽

価
椅
の

矛

盾
は

検
討
に

催
し
ょ

う
｡

【

付
記
】

こ

の

論

文
に

含
ま
れ

る

諸

資
料
は

断

り

な
い

限
り

通

産

省

石
油

課

の

資
料
で

あ
っ

て
､

通

産

省
､

三

瓶
滋

氏

お

よ

び

渡
辺

寛

氏
に

戴
い

た
｡

こ

1

に

厚

く

感

謝

申
し

上

げ
る
｡

参

考

文

献

石

油

資
渡

開

発
会

社

岡
田

秀
男

著
欧
州
の

石

油

事

情
視

察

報

告

(

昭

和
三

十

七

年
三

月
)

海

運
白

書

運

輸

省
(

昭

和
三

十

六

年
七

月
)

石

油
資
料

月

報

石

油

連
盟

(

昭

和
三

十

七

年
二

月
)

輸
入

原

油
の

性

状

石

油

連

盟

(

昭

和
三

十

四

年
)

J β4

t
甘
い
･

/

′で
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′
址
l

t

▼

ち

､

＼

†

石

油

便

覧
第

五

版
日

石

(

唱

和
三

十
七

年
三

月
)

筆
者
が

新
し

く
一

橋
大
に

お

い

て

エ

ネ

ル

ギ
ー

商
品

学

担

当

を

命

ぜ
ら

れ

て

か

ら

二

年
が

経

過

し

た
｡

こ

の

間

筆

者
の

属

す
る

部

門

に

居

ら
れ
､

御

薫
陶
を

給
わ
っ

た

深

見

教

授
と

石

井

教

授
が

相
つ

い

で

停
年
御

退

官
に

な
り
､

一

橋
論
叢

も
二

回

両

教

授
の

記

念
号
を

発

行

し
た
｡

し

か

も

筆
者

は

両

回

と

も

執

筆
の

光
栄

を

得
た
｡

深

見

先

生

の

温

顔
忘
る

能
わ

ず
､

愛
惜
の

念
を

以
て

こ

こ

に

筆
を

お

く
｡

筆

者

の

微
意
に

も

か

か

わ

ら

ず
､

こ

の

小

論
の

た
め

に

論
叢
の

学
的

水

準

の

低
下

を
お

そ
れ

る

ば

か

り

で

あ

る
｡

(

一

席
大

学
助

教

授
)
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